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研究成果の概要（和文）：　1860年代のフランス絵画をクールベ以後の「ポスト・レアリスム」という切り口から捉え
、マネ、ファンタン＝ラトゥール、ドガ、ルグロ、ホイッスラーの５人の画家たちに共通する美意識や造形手法を総合
的に考察した。その結果、絵画の枠組みの意識化と作品の切断、画像のアッサンブラージュ、画中画や鏡の挿入、多様
なマチエールの併用等々の特質が浮かび上がった。西洋絵画史における「近代的なタブローの生成」とも言うべき現象
が出現したのがまさに1860年代のフランスであり、マネを中核とする「ポスト・レアリスト」たちがそれを担ったので
ある。

研究成果の概要（英文）：　I approached the French painting of the 1860s from the perspective of 
"post-realism" after Courbet, and considered comprehensively the aesthetics and plastic techniques that 
are common to five painters: Manet, Fantin-Latour, Degas, Legros and Whistler. As a result, emerged the 
characteristicns as awareness of the pictorial framework and cutting of works, assemblage of images, 
insertion of pictures and mirrors in paintings, usage of different "matieres", etc. It is just in France 
of the 1860s that the phenomenon to be referred as "genesis of modern tableau" appeared in history of 
Western painting. Manet and "post-realists" took on this role.

研究分野：西洋美術史
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１．研究開始当初の背景 
 研究者はエドゥアール・マネの絵画を長年
調査研究しているが、西洋絵画史上きわめて
重要な転換点に位置する 1860 年代のマネ作
品をどのように分析すべきか模索していた。
そのための新しい視点がクールベ以後のレ
アリスム絵画を「ポスト・レアリスム絵画」
として捉え直し、マネとその世代の画家たち
に共通する特質を解明するという方向性で
ある。マネの斬新な造形性は同世代の画家た
ちにも多かれ少なかれ見出されるのであり、
そのような観点で 1860 年代のフランス絵画
を丹念に見直すことが、マネ研究に有効な形
でフィードバックすると思われたのである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、19世紀フランス絵画史で
重要な位置を占める画家マネおよび同世代
の前衛画家たちの画業を、クールベ以後の絵
画における新しい現実表象という観点から
1860 年代の「ポスト・レアリスム」の絵画
と捉え、その特質を調査研究することにある。
取り上げる画家はマネ以外に、ファンタン＝
ラトゥール、アルフォンス・ルグロ、ジェイ
ムズ・ホイッスラー、エドガー・ドガである。
彼らの作品と資料に加えて、取り巻くイメー
ジの環境（美術全集、美術雑誌、版画、特に
写真）を精査し、伝統的な「タブロー」を崩
壊に導いた西洋近代絵画史の変革期の様相
を具体的に解明し、新たな歴史的位置づけを
行いたい。 
 
３．研究の方法 
 本研究の調査は５人の画家（マネ、ファン
タン＝ラトゥール、ルグロ、ホイッスラー、
ドガ）の 1860 年代の作品と資料の調査を基
本とし、それに当時の美術全集、美術雑誌、
版画類、写真資料の調査も加える。フランス
（パリ、グルノーブル、ディジョン、アラン
ソン）、アメリカ（ロサンゼルス、ワシント
ン、ニューヨーク）などの美術館、図書館が
所蔵する作品と資料を精査し、特に「ポス
ト・レアリスム」の画家たちのヴィジョンに
大きな影響を与えたと推定される写真に関
しては、フランス国立図書館（パリ）とゲッ
ティ・センター（ロサンゼルス）で詳しい調
査を行う。以上の成果を基に、彼らの作品の
特質を「タブローの崩壊」という観点から具
体的に分析し、1860 年代のポスト・レアリ
スムの絵画の新たな歴史的位置づけを心み
たい。 
 
４．研究成果 
(1) 平成 24 年度は２度調査旅行を行った。
第 1回目は、ロサンゼルスのゲッティ・セン
ターの美術館と研究所において、19 世紀の古
写真や研究資料を調査し、資料収集を行った。
第 2回目は、前半にパリのオルセー美術館で
マネの《草上の昼食》、《エミール・ゾラの
肖像》、ファンタン=ラトゥールの《読書す

る女性》、《ドラクロワへのオマージュ》、
《バティニョール街のアトリエ》を実地調査
し、絵画資料室で作品に関するデータや関連
資料を収集した。後半には、グルノーブル図
書館でファンタン=ラトゥールの書簡や関係
資料を閲覧調査した。 
  調査結果を整理した後で、マネとファンタ
ン=ラトゥールを対象とし、1860 年代の「ポ
スト・レアリスム絵画」として、次のような
造形的特徴を抽出した。(1)絵画の枠取りで
モチーフを部分的に切断する技法、(2)既存
の多様なイメージ(特に複製イメージ)を寄
せ集めて再構成する手法、(3)画中の空間を
重層化する画中画や鏡や開口部の挿入、(4)
絵の具の塗りの密度、筆触の痕跡の多様性に
基づくマチエールの作り方。以上 4つの手法
や技法は、ポスト・レアリストたちが伝統的
な「タブロー」の形式や条件から逸脱して、
新たな特質を備えた「タブロー」を作り上げ
ていったことを端的に示す指標である。その
際に、絵画との比較を通して、イメージの環
境として同時代の写真と複製イメージが果
たした役割が大きいことも判明した。 
 
(2) 平成 25 年度はフランスで調査を行い、
特にアルフォンス・ルグロの作品について調
べるため、パリのオルセー美術館（《加辱刑》
《十字架磔刑像》）、ディジョン美術館（《エ
クス・ウォト》）、アランソン美術館（《聖
フランチェスコの召命》）で実地に作品を観
察し、関連資料を収集した。パリのフランス
国立図書館では、19 世紀フランスの写真を調
査するとともに、1850 年代末から 1860 年 代
半ばのサロン(官展)の批評記事を調査した。
1859 年、1861 年、1863 年、1864 年、1865 年
のサロン批評のなか で、「ポスト・レアリ
スト」たちの作品に言及している記事を洗い
出し、その評価の実態を探った。 
 サロン批評の調査結果も踏まえながら、ル
グロの造形手法に関して、マネやファンタン
＝ラトゥールの場合と比較検討した。クール
ベのレアリスムの影響、奥行きの浅い空間表
現、画中画の挿入、コラージュやアッサンブ
ラージュなどの視点から、ポスト・レアリス
トの一員としてのルグロの特質が浮かび上
がってきた。レアリスムという言葉が使われ
ながらも、1850 年代のレアリスムとは位相の
異なる絵画が出現したことが、「タブロー
（絵）」と「モルソー（断片）」という言葉
の使い方からも推定されることは、重要な成
果である。 
 
(3) 平成 26 年度は、第１回目調査旅行（ワ
シントン、ニューヨーク）ではホイッスラ
ーの作品を主たる対象とし、ワシントンの
フーリア・ギャラリーで《緑色とバラ色の
ハーモニー：音楽室》、《紫色と金色の奇想
曲：金屏風》、孔雀の間の《磁器の国の姫君》
を空間表現、画中画、ジャポニスムなどの
側面から調査した。画中画に関しては、ニ



ューヨークのメトロポリタン美術館が所蔵
するドガの《版画愛好家》、《ジェイムズ・
ティソの肖像》も重要な作品で、詳しく観
察した。第２回目調査旅行（パリ）では、
オルセー美術館でドガの初期作品（《ベルレ
ッリ家の肖像》、《ドガとエヴァリスト・ダ・
ヴァレルヌ》等を詳細に実地調査し、同時
に同美術館の絵画資料室で当該作品に関す
るデータや関連資料を収集した。最終年度
に当たるので、フランス国立図書館で写真
資料とサロン批評の補足調査も行った。 
  造形分析に関しては、ドガとホイッスラ
ーを研究対象とし、やはりマネ、ファンタン
＝ラトゥール、ルグロと同様の特質を確認す
ることができた。 
 
 以上のように、1860 年代のフランス絵画を
「ポスト・レアリスム」という切り口から捉
え、マネ、ファンタン＝ラトゥール、ドガ、
ルグロ、ホイッスラーの５人の画家たちに共
通する美意識や造形手法を総合的に考察し
た。その結果、絵画の枠組みの意識化と作品
の切断、画像のアッサンブラージュ、画中画
や鏡の挿入、多様なマチエールの併用等々の
特質が浮かび上がった。西洋絵画史における
「タブローの崩壊」あるいは「近代的なタブ
ローの生成」とも言うべき現象が出現したの
がまさに 1860 年代のフランスであり、マネ
を中核とする「ポスト・レアリスト」たちが
それを担ったのである。 
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